












会」 （Association of American Colleges and 
Universities, 略 称 AAC ＆ U） が 現 在 全
土に展開しているキャンペイン、“Liberal 




























personal and social responsibility、④以上の
成果を新しい状況や問題に実際に適用する
〈学習経験〉integrative and applied learning、
の 4 種類の「主要な学習成果」（essential 





















































































４　B.Fong, Looking Forward: Liberal Education in the 21stCentury, http://www.aacu.org/liberaleducation/le-wi04/le-


























ン・ ヘ ン リ ー・ ニ ュ ー マ ン（John Henry 
Newman, 1801-90） の『 大 学 の 理 念 』The 




































学〉第５巻 教育する大学』岩波書店、2013 年 11 月。61-70 頁。
７　筆者はかつて不遜にも、この『大学の理念』の概説を作ろうとしたことがある。「教養教育と大学――J.H. ニューマンの
自由教育論――」『京都学園大学経済学部論集』第 3 巻第 2 号、1993 年 12 月。「リベラル教育」を「自由教育」と訳したあ
たりに、その論考の浅薄さが集約的に表れている。小稿はそれを改訂するためのメモ作りに過ぎない。
８　『大学で何を学ぶか』のタイトルで刊行された翻訳書 ( 田中秀人訳、大修館書店、1983 年 ) には、ピーター・ミルワード
教授による詳しい人物紹介が附いている。なお、カトリック大学の試みは成功せず、ニューマンも短期間で総長職を退いて






















































































































































































































その周辺とイギリス近代』ミネルヴァ書房、1987 年 7 月。

























る部門」（all branches of knowledge）を教え
ることによって、およそ「知識というものの









































19　F. McGrath, The Consecration of Learning ― Lectures on Newman’s “Idea of a University”, Fordham University 
Press, New York, 1962. pp.199 − 200． ニューマンが、当時まだ少なくなかった古典一辺倒の頑迷な人文主義者の一人では
なかったことは明らかである。
20　Newman, The Idea of a University, p.118.
21　ibid., p.77.
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第18号総合研究所所報
れ、もはや浮世離れした「象牙の塔」ではあ
りえなくなっていた。社会全体の利益に寄与
すべく、富と力を産む新しい知識や技術を発
見し開発する専門家集団＝「知の経営体」へ
向かう道を、大学はすでに歩み出していた。
さらに一方では、大学と教会の安定した永続
的な関係は終わりを告げ、人間と自然の諸事
象を、神による永遠の真理の開示ではなく、
生成と変化のあるがままの姿で捉えようとす
る科学的・相対的な世界観が支配的になりつ
つあった。ニューマンは、人間の豊かな精神
性を特定の職業的技能や専門分野に閉じ込
め、経済社会の発展の歯車として効率的に訓
練し活用しようとする時代の風潮に抗して、
あえて「知の共同体」としての大学、すなわ
ち功利主義に侵されない人間教育の聖域とい
う理念を護ろうとしたのである。
　時代遅れの、非能率的な教育観として
ニューマンを退けることはたやすい。しかし
教育は、多面的な価値の実現をふくむ複合的
要素をもった人間の営みである。社会の機能
に適応する「人材」としての価値がすべてで
はなく、豊かな資質や能力がバランスよく調
和的に育った「全人」という価値を万人に追
い求めることも、教育の譲ることのできない
目的であることを忘れてはならない。「リベ
ラル教育」は、そのように人間を手段ではな
く目的と考える教育観の典型として、永遠の
生命を持ち続けるのではないだろうか。その
ような観点から、改めて今世紀のアメリカ教
育の動向を検討してみたい（了）
